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静岡県御前崎附近の意(r第三系について

中野 邦 彦

〔緒 言 〕

静岡品臣節目大井川下流と天苛川下慌の附匹目.広〈新第三系が発述 し

多く白先宇 K よって ，研 究 が 進拍られ，日本 K於 H る新総三系白署員式地と見

たきれるまでに至った。 Lかしながら禅部の岬前崎「付近 陀於い ては ，周序 ，

構造をど向究明すべき点が多いれ'.lt者は昭和 37年度卒業研究と Lて .上 書E

D 点を主 観 K 酎査を行えったので ，そ四機艇を報告する。

筒 ，本研究 K 当っては ，当教室。竹内正反先生，土降一 先生より野外 K

室内 VL終 始態 ¥)j在 る俄i棺"'をた主わ り， をた，凝灰借り J(i微鏡観察について

ほ ぼ 島 師彦先生医御指滞在費吋た。その時か先綴字ま精氏から絡始有益を助

言を いた だ い た。 c.c.vc厚 〈御礼申し 上 げ る。

〔これま で の 研 究 )

本研究区織の地質についてむ詳細な鞠告は森下品 .中川衷三 (1 9 4 9】

があ る が，本研究区械を合 U て 相良樹JII噌方一帯医わたる広範囲念研究は .

組

掛

層

群

[第一表〕

J次郎 (1950) 氏畢 宏 (1958)

掛

堀 之 内 層
JlI 

堀之内問

府

群

相 良崩
相

良 相良廟

周

"」iーー時ケ符居ー
群 管山互層

井 川魁 群

-8-

土隆一 (1961)

飴

JlI 
府之内酔泥互層

層

群
萩n.. 1際告白延長

相 究寄慌}日

良
相良時泥JfJ胃

府
官慢 時ケ特円時

叩 | 距引



千谷会干之酔 (1928)今 始 めとし，楓山次郎 (194.1.1950) .氏

家宏 (1958).土随一 (1 961)在どがあり， 本 研究阪肘 bてつ いて 白

層序を酎応 古 4きる と .第一 衰のよ うに寝る。

森 下 ， 中川 (1949)托よ れば会下 回格闘は 浜 l崎町比木附 近D肉斜部医

露出する厚い砂岩と.より脅い泥岩の互剤を云い，同周回一郎を萩間諜岩 D

延長と考え .と れば "リツ ク型 。 堀之 内互周氏 不整合医$0-$0-われてレるも

りと している。桜山政郎 (1950) も ζ 由砂岩白厚 い E踏を相良層 群最上

保陀合町て い Jらと恩われる。 Lか し氏 車宏 (1958)虹 ζ 白砂岩を 僻川 紺

群嫡之内層 D 一 部と考え ，相良盾?とは盤合医続 〈も むと しているゆ

土 (1961) 世相良層群a>iI!I序関係から ζ 白砂岩を E品川層群 K含む萩l闘

機岩 の延長と考えている。~た構造 K駒 L ては，土 ( 1 96 1) が両前崎町

附 近 白 相良川田群は chcvl"on 椅幽を して いると述べている。

氏 家 (19 5 8】は醐前崎町附 近 a>'!:l'山互崩 ;0'逆 転 Lている ζ とが多いと

云っ τいる 。

〔地質織 観〕

本地跡陀広〈 発遣す る牧之原 台地 目表障部匹目牧之原磯層含ど第四系 白磁

趨 ，砂層.泥胸 が ほぼ水平 K分 布し τbη ，新島 三系を不重合 K薮覆する。

本研究区 蛾の新昂三系口 いずれも 砂 岩 ，泥岩を 主と¥...しば Lば白色 細粒

凝灰岩をはさんでいる。 ζ 白地蛾 K は相良層群が広〈発達¥...浜附町比木向

斜。東側では 相良駒 Fの最下部から最主部でき で見られる。即ち地頭方附近

花 見 られ る 釦際慰ヲトは さむ 砂泥互府医続 い τ.西ヘ 向かつて ，厚さ 10 c1l1内

外の砂拷と青n自由主腸去 ら陀境状泥岩へと続 〈。 しかし ζ れ虻反 Lて ，比木

向斜 由西側では大相介が現状泥 ~.t と 走って いる.本棚茸の結 果 ， 掛川伊群回

相良府と粧台虻統いていると~ (後述) .ぎた比木向斜で仕，掛川 間 群繍之

内廓が 従 来ょの広〈外布Lτい る ζ とが知ら利食。御前崎町附 近で位 ，後遺

す る 工 うに.そ 申岩相から恐ら 〈相良市;1拝のー郁が升布 Lていお。

(~ 序について 〕

鏡者。誠子では ，本 研暗区鰭白新第三系の府序は乾 二表の如〈である 。結

果と Lて，土 (1961)の炉 序 Vても「とも近 い。
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f 第二袈]

中野邦彦 (1962)

辰 丘 堆 叡 物

一 一一-E熔 l--|堀之内砂泥互

掛川府 群 鮮新世

合下。寄砂

式 寄 泥 腿

相良層 群 相良砂泥互 Nl
中新世

大井川層

群 l 時?ヶ庄谷砂合宕醗泥砂岩泥互互層帰

(Jl 大井川耳目詳

。新庄砂宕泥岩互R円

地頭方新庄 D 県道 商測

由民家"1<:.相良層群。

岩石虻比べて ，はるか K

E量破轍密栓厚吉 10 ~ aJ 

cmQ)砂岩と厚 吉 2日cm位

四背灰 色破砕性 泥紫との

宜胞が見られる。 ζ れは

そ白岩相 から .女神層念

ど，大井川層群。一部で

相良府群 D基盤をなすも

のと考えられる。応鳳は見られる湿 り陀 於いて約 10 0 m .本層は南西 陀細

長〈帯状 K卦布ずる〈森下 .中川 .1949) とあるが，野外では ，わずか

K新庄田 県道西側 K露出するり みで他には見られ念い 。上 位 白 相 良 層 群 と 白

関 係 拡 露 頭では見られ念いが，ちょうど相良旭詳の背斜軸郁匹当り そ白岩

質 と情造か ら 断層で按t...本来は不整合白関係医あるも む で晶ろう .

(21 相良層群

。時ケ番古穣砂青空互府

地lIll方新庄 D県道ぞいから南西陀向かつて舟布する粒径 2乃至 5圃位白細

確聞をはさむ砂軒泥岩の互陪で.砂主耳慣!手3共陀厚吉 10 cm内外である 。所 K

Iり，制限を含んでい念い ζ ともある。 新 庄 の 県道西 100m附近ではと白轟宙望腸

が認められ乏いが.同編。南西側では細磁告が毘められ宏、、.しかし砂岩泥岩と同等程度目躍さ

であるととから純誌を前向部制一括して時ケ容摺とし食。森下.中IIf(1949) 陀よれ

ば，その 一 部をま予庄周と し ているが ，砂婦，泥智共陀軟j(1でllI'らか忙新庄府

ではま い。 厨厚吐約 40 0 m。

。相良 砂泥互府

厚吉 守 口問内外円砂岩と厚吉 2 0 cm位の泥岩 D互 ;rで 昨 ケヰキ府 D 上K斡

合 陀;里静 L..北 門 小 名ケ#から商へ 上比木 虻か叶 て ，腎は地問 方から [宵へ 綿

密習raKか吋ての笥慢に，t広 〈分布する。 本 ltJ位 主主名F付近で 上位。夜間に帯
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移す;;，。 f量苫す b ように町太向相の声倒!で1:t*A'l!枕骨布しず い 芳い。 森下，

中JlI( ， 9 4 9 ) 付 上位の混K"も昔前て相良府と Lていふ刑事F告社顕著老互

h': o郁舟 Dみを相良砂梶互Fと Lて!?l:別した。 IfH事院本研究区節で l:~ 1. 3 00

m 。向.本 除ば しば し ば白色酔灰岩の海草野をはさんでいる。

..P-"A寄 泥庖

砂共世田揮をわずか 2乃至 5口nで ，殆んで塊状の破砕性泥京は本研究区揮。

大脈硬手を占.10.ζ れ町北方大容泥 居 D延長と考えられる a 比木向斜東桐jで世

HIJ述Lえように相良砂泥互信jから漸移成j係 1'1:." ;;，。 しか L西側では泥岩が卓

越しら傾斜がきわ町てゆるいこ とから，恐らく大笹泥泊。みが露出 してい る

D であろう。 研 究 区 踏 外 北 方 の女神背斜。延長軌郁陀当 る下刷比奈ー黒回附

近で肘 ーいく ぶん砂岩が陣く地頭方附近 K見られる相良砂泥互婦と説似 した

岩 相が魁町られ 地質図 Kは大寄 府 と し た が ，Eれは相良砂泥互陪かも知れ

~ t.' 0 御前 崎町附近 白相 良陪群は砂岩が荷車〈 ，泥 岩 F 卓越 して b り ，比本向

斜白鹿西氏見られる文寄泥~と向様 白 岩相を示すが新庄婚と接1...はっき P

した 厳準口 わからな い 。

本胞の層厚位向斜白東方で約 7日日 mで，相良砂泥互脳と同級凝灰岩D薄

踏をはさむ。

(31 掛川膳 群

。会下田容 砂賂

本府は比木向斜 C 東 側 Eび 北側 K 顕 著陀 丹布 する 厚い 砂岩 とき わわ て薄 い

泥岩田瓦腐を云 う。 森下，中川 ( ， 9 4 9 ) K よれば本屈は比木向斜白西南

側 vtも分布するとあるが，今回。調音では.西南僻では尖減 しているととが

分った. 本願は廟位的忙吋大寄混 暦 白 上 位 陀 鞍 合 町 田 n. C f7'C とは女神附

1をた萩間lI!l>'!由忙世厚い砂料情も布告事れ近の萩間際皆目限位と酷似ナ為。

ている。 従っ τ本膳仕萩間際昔。延長と考える ζ とが出来為。

フt~' n~手下， 中 川 K よれば相良炉と不稜告白関係陀あ Jもと芳拘てきプシが，

玄 保北 側 Eび会下白各小学捗の北 例 で は .本E与は相島炉:oj、ら全〈両手移Lでい

妻、 ζ と.1\底附近陀相良 ~i 白侵 食 f/(!!目箆わられ倉い己と Eひ構造上 C 摺巽

も全<，盟申られを正旬、 C と"どから問者同整合関係にあると した 方がよレ。

本府 q:;Tiy ~t 口厚 い も D では ， 同事さ 2 m lrc述 L薄いものでも 5日cmはある，

-， ， -



厚吉 60 cm位のもの引責号も今い。

山間の科北東 I~ .用升的に厚さ 5況 に 訴 す る 静 灰 岩 刑 存 存 寸 ろ が 北 方 串 {会I

斜 門 医側へ付 追跡目1来乏い。 Lか 1..T有方へ'1.名波町脊. #~ヶ谷 E び梶ケ

谷南方 tてj事官 50 cm 位。白色相粕凝灰岩が見ら h. • ζ れらは恐らく山田 D 谷

北 東 D凝灰紫色延長であろ う。

向，フ~ N司自白厚同最大 25 0 m 0 

。堀之内砂泥互服

比本向斜 D 軸開，1'1:幣 D ょう K 原 り荘、〈砂岩泥岩白フジッ γ 型互尉で ，砂岩 田

泥岩共 K厚吉 20 cm位である。砂岩は所々凝灰質を記する所があるが ，一般

K脊灰色を生1.. .泥岩同陪灰色 ，灰色安売は瞬背色を皐す 2・0

本膳は比 木 向 斜 白 首 内 室 踊 南 側陀は分布 Lないといわれている f森下.中

)111949)が 西側白岩相は東側と同織規則的砂泥互麿である ζ と .さ ら陀

本躍中 Kt:l吉宮れる厚吉 5 日伺位 D凝灰岩が向斜D 両側 K追跡される ζ と念

どを合わゼ考えれば gg 由l 陀も堀之内服>>'骨布 L ている ζ と陀在る。~厚は約

2 5 0 m。

〔掛川層群中の遅灰岩について 〕

前遣した山回目谷北東D厚吉 5 ml'1:遣する喜界灰岩は 目森下，中川陀よって

笹川層群 D縮図凝灰岩 K対比される可飽性市強いといわれるが，筆者自観察

医よれば ，本構灰智はわずか一部舟が厚吉 5m位 K逮す るりみで，湾、、部升

位/!1.古 50 cm位である。従 って前述 したように.そ り附近よ り南方陀見られ

為厚き 50 cm位の酔灰岩 D延 長であ η.縄国酔灰岩と位比較 K左ら考い程務

いもりである。むしろ掘回腸灰指 I り下部白掛川~群由児柑古~れる幾佐治、

町 輯 灰 特 町内とつと費える方刑よ り 自 然 で あ る .宜瞬灰岩を静鏡 L党結果位

l いず内も角内石.紫蘇師石 斜 長石を含んでいる。と Eろで，持灰石肘北

方医付金〈追跡出来ず ，どりょう Kのびてい.1.'"か不明である。

ヲ聖夜柄述 L元た繍之内互府申の厚吉 20 cm乃至 30cmcD糠 w<砦H掘之内貯の

升布を究明するの陀役立った。 ftp<， 山田町谷，筒川 D橋より南方 30m附

m'1!:見ら拘ぷ時匹事目下伊 か ら棒灰質砂 1j-~ .厚事 20 cm 乃 3'i ~Ocm 位の白色

縦続投酔灰 >'!.酔 灰質 泥智 緊灰 質砂料相即吃危をり ，同僚をものけその南

側陀 2ケ 所，さら忙北側で円宮木グ谷 ，曲 目の間で 2ケ所寵 bられる。比木

-12-
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向 斜 西側では ，凝灰宵砂斡 11'認められ投いが，厚菅 30 cm位 D白 色 鍛 密 衣

権灰岩が 4 .野舛観聖書 4 ら東明のもの

本摂灰岩白検続結果 11.いずれも重鉱紗而全〈

その厚吉ケ所医わ売 って恕 b られる。

目延長であると判断出来る。

!!!!Oられず 殆んど長石類 ， 石英か ら成って長り ， 野外観察白結果 ~J1 づ H

ている。

〔地 質 搭 造 〕

本研究区織 D 地質構造は.御前崎町鮒近では縮か〈制曲 し て い る が ， 地頭

方以西では ，比木附近i'L中るい向斜を形成する。 cれら口 ，共に 北東一両西

方向。紬を 持 ち . 比 木 肉 料 は 舟底型 D 構造を L ている。 比木向斜。東側で同

傾斜 3O.乃至 4O.屈であるが ，下位。地頭方方面 K向って傾斜は掛婚する。

さら陀地頭方背斜 D 近くでは

ιι では全〈逆転位認。られ念い。

目。K達する。細野新田で目 5 6日目前後である

11' 

地頭方から倒的崎tIlPてか吋ては並行 Lプヒ 1日本白嘗斜軸.向斜軸が存在す

る。 筆者 D 説察医よれば， c cでは傾斜がきわ b て急危齢骨も地月面白逆転は

鶴田られず。 ζ 白附近白相良艇は細1;・在山型稽曲を Lていゐ乙とが胡らか K

在った。 耳目ち背斜軸!fu，向斜軸郡陀目.いずれも断脂が箆申られ.そ古¥~てよ

っτ背斜，向斜がつ〈 られて いる。 己れ目立岩附近白海俸o頭で特 VC.tく観

察される。

〔結 宮古 〕

(1) 

121 

(31 

1<い

今回目蹴査により次回ょう友諸点が明らか Vて在った。

会下町谷帥餅は比木向斜の西南側では尖減している。

会下 D 替 蔚 由 主 位 即 時 泥 五軒目 .問位と告相申観察結果から鈴川炉群婦

之内和 む延畏と考えられ .ch.t:t酔灰折田 追跡結果より比木舟底珊向斜の

軸再開 翼陀丹布 しているととが骨勺台 。

会下町谷府由白書草分的巨摩さ 5m.t'(意 寸 る鹿野灰>'lについて同鶴川層群申

の堀田凝灰岩 K対比 ぎれ るので祉企〈 .そ灼主旬下位。酔灰軒湾 厚Z円 どh

か庇当るも F と考えられる。

街i :?t1 掛町附近岳地質酢造佐山!fJ 棺曲~ してい為 ，

〔支 献 ]

千特軒之助① ( 1 。28 1 「静岡県相良 7万 5千分 'D1地質凶巾及び同 餅

ー 13-



(御前崎附在地質国)
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胆構 l

@ 千谷仔 ZJr.' f 1 92 8 ) 「静 岡 県 相 良M阻!の地質虻っきてj地質牢線 量主

vol 3 7 

@ 金原 商 二 ( 1 9 .3 8 ) 「静岡県相良町近傍町 宮新統j矢部教慢還暦淀

念論rz-集
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